
・温暖な気候で、春先、少雨である瀬
戸内沿岸地域は栽培適地。
・適期は種や明きょ排水の設置等湿
害対策が必要。
・赤かび病の適期防除が必要。

・県の「愛」あるブランド認証制度の活
用により、味噌等の加工食品のブラ
ンド化を推進。

【穀物】はだか麦栽培の取組（ＪＡ全農えひめ） 【愛媛県】
はだか麦に着目したポイント

食物繊維が豊富で、特に
「β-グルカン」と呼ばれる水
溶性繊維は、①コレステ
ロール値の正常化、②食後
血糖値の上昇抑制、③満腹
感の持続作用、④腸内環境
の改善（プレバイオティクス
効果）があるとされている。

・平成29年産の栽培面積は1,790ha、収穫量は
4,670t。主な産地は西条市等の瀬戸内海沿岸
や東温市、松前町等の重信川沿岸。
・消費者の健康志向及び国産志向の高まりにより、
需要量が供給量を上回る状況。

取組産地の概要

【地域の連携状況】
・産地ＪＡごとに、関係
機関が一体となった
生産推進。
・県は関連大学、企業
等と連携し、機能性
成分や商品開発に
関する研究を実施。
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・認定農業者及び集落営農組織等の
生産組織の確保・育成。
・水田裏作等の作付拡大（二毛作）に
よる水田の有効活用の推進。
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【実績】
・愛媛県のはだか麦は

31年連続で全国１位
の生産。
・はだか麦パン、スープ
といった加工品の開
発、販売。

【今後の展望】
・担い手の確保・育成
により需要に即した
作付拡大。
・大学、企業等の連携
により、機能性表示
制度を活用した加工
品の販売拡大。

はだか麦（ハルヒメボシ）


